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第５・６学年 算数科 学習指導案

学校名 星峯東小学校

教 諭 西 元 真 一

１ 題材 ５年 いろいろな四角形 ６年 いろいろな立体

２ 題材について

( ) 題材の位置とねらい1
（第５学年） （第６学年）

これまでに子どもたちは，図形を観察した これまでに子どもたちは，身の回りにあるさ

り構成したりすることを通して，頂点や辺の まざまな立体の特徴をとらえることを通して，

個数，辺や角の相当関係に着目し，正方形や 直方体や立方体，球を類別し，それぞれの立体

長方形について学習してきている。 について学習してきている。

， ，そこで本題材では，図形の観察・具体的な そこで本題材では 直方体と立方体について

操作活動・構成活動などを通して，基本的な 辺や面の平行，垂直などの観点から考察し，そ

図形を平行四辺形，台形，ひし形まで広げる れらについて理解を深めることをねらいとして

ことをねらいとしている。また，それらの性 いる。また，直方体に関連して，直線や平面の

質を見いだしていくとともに，見いだした性 平行及び垂直の関係について理解できるように

， ， ， ， ，質を基にして作図し 基本図形の性質を基に するとともに 図形を観察したり 構成したり

論理的に考えを進めたり，根拠を説明したり 分解したりすることを通して図形についての見

する力を伸ばすこともねらいとしている。さ 方を豊かにしていくこともねらいとしている。

らに，図形を考察する観点として新たに辺の さらに，立体図形として，角柱，円柱を取り扱

， ，位置関係（平行・垂直）や対角線の性質（長 い それらを観察したり分類する活動を通して

さ，交わり方）についても取り上げ，四角形 その特徴をとらえられるようにすることもねら

の性質についての理解を深めることもねらい いとしている。

としている。 ここでの学習は，中学校の角柱，円柱の展開

ここでの学習は，図形の内角の和について 図の学習へと発展していく。

の学習へと発展していく。

( ) 指導の基本的な立場2
第５学年では，まず単元の導入において 第６学年では，まず，箱を集め，面の形に着目, ,

ドットを用いて四角形を平行な辺の数に着目 して分類し，構成要素から特徴を調べる活動を

して仲間分けする活動を行う。次に，構成し 通して，直方体と立方体について理解させる。

たいろいろな四角形の中で １組の辺が平行 次に，直線や平面の平行及び垂直の関係につい「 」

に着目させ 台形について定義づける また て，直方体を観察したり，構成したり，分解し， 。 ，

「２組の辺が平行」に着目させ，平行四辺形 たりする活動を通して理解させる。また，立方

について定義づける。さらに 「４つの辺の 体や直方体を見取図や展開図で表す活動を通し，

長さが等しい」に着目させ，ひし形について て，辺や面のつながり，それらの位置関係など

定義づける。 それぞれの図形において性質を について理解させる。さらに，角柱と円柱につ

導き出したり，性質を用いて作図したりしな いて，図形を観察したり，分類したりする活動

がら理解を深めさせる。 を通して理解を深めさせる。

( ) 指導上の留意点3
ア 適当に４本の直線を引いて四角形を構成 ア 面の形に着目して分類する活動では 「面，

するよりも，限られた点と点を結ぶことに の形」という仲間分けの観点をすぐに与える

よって，辺が平行となる四角形が構成され のではなく，立体をよく観察させ，どのよう
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る可能性が高いことから，ドット図を使っ に分けたらよいかということを考えさせてい

て四角形作りをする。 く。

イ 子どもたちの学習意欲を高めるために， イ 面や辺の垂直と平行では，一般的に扱うの

子どもたちがドット図で作り，仲間分けし ではなく，実際に直方体を見ながら位置関係

た四角形を基にして，台形，平行四辺形， を確認させていく。

ひし形の定義づけをしていく。 ウ 見取図と展開図は，形式的にかかせるので

ウ 四角形の対角線では，向かい合った頂点 はなく，常に立体図形と平面図形との関係を

を直線で結ぶ操作を通して，対角線をとら 考えさせていく。

えさせる。 エ 展開図が見つけられずに戸惑っている子ど

， ，エ 四角形のしきつめを通して，四角形の性 もには 様々な形を試すことができるように

質を理解する学習では，主体的な学習にな 立方体の模型を提示したり，デジタルコンテ

るようにするために，子どもの作図の力に ンツの活用を助言したりする。

応じて，画用紙やうすく方眼がかかれてい オ 底面と側面の形や数に着目して，角柱と円

るコピー用紙，パソコン等を選択できるよ 柱及びそれらの高さを定義し，様々な角柱の

うにする。 頂点，辺，面の数を比較したり，辺と面の平

オ 向かい合った頂点を直線で結ぶ操作を通 行，垂直の位置関係をとらえたりする。

して，対角線をとらえさせる。

３ 目標

・ 図形を構成要素及びそれらの位置関係に着 ・ 図形を構成要素及びそれらの位置関係に着

目して考察し，基本的な平面図形についての 目して考察し，基本的な立体図形についての

理解を一層深めることができる。 理解を深めることができる。

４ 指導計画 （５年・・・全 時間） （６年・・・全９時間）12
小題材 主な学習活動 小題材 主な学習活動

導入① １ いろいろな四角形を作り，平行 直 方 体 １ 直方体と立方体を類別して，定

な辺をもつ形があることを知る。 と 立 方 義を理解する。

， 。台形① ２ 台形の定義やかき方を知る。 体② ２ 構成要素を知り 性質を調べる

平 行 四 ３ 平行四辺形の定義を知る。 面 や 辺 ３ 直方体と立方体の面や辺の垂直

辺形③ ４( )定義を使って作図する。 の 垂 直 ・平行関係を理解する。1
( )性質を理解する。 と 平 行 ４ 直方体の面と辺の垂直関係を理2

５ 定義や性質を使ったかき方を理 ② 解する。

解する。 見 取 図 ５ 直方体と立方体の見取図を理解

ひ し 形 ６ 定義を知り，辺や角の関係を考 と 展 開 し，かき方が分かる。

② える。 図③ ６ 直方体の展開図を理解し，かき

７ 性質やかき方を理解する。 本時 方が分かる。

四 角 形 ８ 対角線の定義を知る。 １／３ ７ 立方体の展開図から完成図を予

の 対 角 ９ いろいろな四角形の対角線の特 想したり，構成要素の関係を考え

線② 徴を理解する。 たりする。

四角形のしきつめを通して，四 角 柱 と ８ 定義や名称，構成要素を理解すしきつめ 10
① 角形の性質を理解する。 円柱① る。もよう

９ 既習事項のまとめをする。（本時） まとめ①

既習事項のまとめをする。まとめ① 11

四角形の対角線の理解を深めチ ャ レ 12
る。ンジ①
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５ 本時

( ) 目標1
・ 四角形のしきつめを通して，四角形の性 ・ 立方体の展開図から完成図を予想したり，

質を理解する。 構成要素の関係を考えたりでき，立方体の展

開図をかくことができる。

( ) 本時の展開に当たって2
５年生は作ったしきつめ模様を発表し合う場面で，６年生は学習課題をつかむ場面でガイド学

習を位置付ける。また，自分なりに追究する場面では主体的な学習になるようにするために，５

年生では，しきつめ模様を作る方法の一つとして，また，６年生においては，立方体ができる展

開図を見つけられずに戸惑っている子どもへの支援の一つとしてデジタルコンテンツを活用す

る。

( ) 実際 （ ／ ） （７／９）3 10 12
主な学習活動 主な学習活動教師の位置

１ 学習課題をつかむ。 （分） １ 学習課題をつかむ。

次の模様は，どんな四角形ででき 立方体の展開図は，つぎのどれ

ているでしょう。 でしょう。

( ) もとになる四角形を探す。 ○ どんな展開図のとき立方体がで1
（展開図クイズ）( ) 模様に色をぬってみる。 きるか考える2 。

・ 平行四辺形やひし形でできているな。 ・ どの展開図が立方体になるかな。８

・ 台形でもきれいな模様になるんだな。 ・ 面が６枚ないと，立方体にならないぞ。

・ おもしろそうだな。 ・ どうして面が６枚あってもできないのが

・ きれいだな。 あるのだろう。

２ 学習問題を立てる。 ２ 学習問題を立てる。

平行四辺形やひし形，台形を使っ 立方体の展開図には，どんな形

て，きれいなしきつめもようを作ろ があるのだろうか。

う。 ７ ３ 自分なりに追究する。

立方体ができる展開図を調べる。３ 自分なりに追究する。 ( )1
( ) しきつめ模様を作る。 ※ 展開図が見つけられずに戸惑ってい1

※ 子どもの作図の力に応じて，画用紙 る子どもには，立方体の模型を提示し

やうすく方眼がかかれているコピー用 たり，デジタルコンテンツの活用を助10
紙 パソコン等選択できるようにする 言したりする。， 。

http://www.dainippon-tosho.co.jp/saＣＤ－ＲＯＭ

n_sug/sansu/java/tenkaizu/Unfold.ht「さんすうランチボックス ５年

m－しきつめよう－」 （創育）

( ) 作ったしきつめ模様を発表する。 ( ) 見つけた展開図を発表する。2 2
４ しきつめ模様を作るときに気をつけ ７ ４ 立方体ができる展開図の種類につ

ることをまとめる。 ８ いてまとめる。

５ 本時の学習を振り返り，次時の学習 ５ 本時の学習を振り返り，次時の学習

について話し合う。 ５ について話し合う。

kzarimura
四角形


